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敗

得点
山梨学院大学→16分　#28小澤、22分　#15伊藤

VERTEX→29分　#8井島、50分　#12吉原、56分　#12吉原

戦評

山梨学院大学対VERTEXの試合が山梨学院大学のセンターパスにより開始され
た。山梨学院大学は序盤からスクープやロングパスで一点突破を目指す。VERTEX
がすばやいパスワークでサークルに侵入し、シュートを打つ。これを山梨学院大学Ｇ
Ｋが弾き、リバウンドを拾ったVERTEX側が再度シュートを打ったが、山梨学院大学
のフィールドプレーヤーがゴールを死守した。試合は均衡状態が続き、残り３分、１
分３０秒、と２度VERTEXがＰＣを取得。しかしゴールを捉えることは出来ず、無得点
のまま第１クォーターが終了した。第２クォーター開始１分、山梨学院大学が２５ヤー
ドより後ろからサークル内にヒットを打ち込む。２８番がすかさず反応し、先制点をあ
げた。更に勢いづけた山梨学院大学が２２分にて２点目を入れる。まず１点を追うべ
くボールさばきを早くするVERTEX。ＰＣを立て続けに取得するが、これは得点に至ら
なかった。２９分にフィールドゴールにてVERTEXが１点を返す。２－１で山梨学院大
学がリードし、第２クォーターが終了した。残り７秒でVERTEXがＰＣをとるが、山梨学
院大学の一番騎がセーブし、前半戦が終了した。第３クォーターはVERTEXのセン
ターパスより開始された。攻守の交代が激しく、中盤での試合展開が繰り返される。
２５ヤード内に侵入するプレーが何度か行われるも、双方守備が堅く、なかなか
シュートまでいけない。山梨学院大学。残り１分３０秒でＰＣをとったが、VERTEXの
守備陣がしっかりと止める。４８分、VERTEX１０番にグリーンカードが出される。５０
分、VERTEXの１２番が打ち込みをタッチし、試合は２－２の同点となった。終盤にな
るにつれて両チームともロングパスとドリブルでの攻撃が増える。VERTEXの１２番
が一人でドリブルでサークル侵入し、放ったヒットによってついに逆転が為された。
すぐに山梨学院大学はパワープレイに切り替える。双方プレッシャーのかかる試合
展開となった。何度も打ち込み得意のタッチを試みる山梨学院大学だったが、
VERTEXは全て守りきる。２－３でVERTEXが勝利した。
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